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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
情報システムの性能評価測度として最も重要なものの一つにネットワーク遅延時間がある｡ この遅延時
間を評価する手法として,待ち行列理論が広 く使われているが,その複雑さから理論と現実の乗離が問題
となり,より現実的な待ち行列モデルについての研究が望まれている｡ 本論文は,現実のシステムの応用
を視野に入れて,サービスシステムにおいて休暇時間を持ち,サービスの種類と準備時間の間に依存性が
ある待ち行列モデルを提案し,解析 した研究結果をまとめたものであり,主な結果は以下の通りである｡
1.準備時間の長さがこれからサービスする到着単位の種類と,すでにサービスを終わった到着単位の種
類とに依存するとしたモデルによる解析を行い,有効性を評価 している｡
2.到着分布が指数分布で,サービス時間分布が一般分布,サービス窓口数が1であるモデル及び,この
モデルにおいて集団到着する場合に対して,単一及び複数休暇時間を待つ場合について解析を行い,到着
の待ち時間の定常分布に対するラプラス ･ステイルチェス変換形を求め,本方法の有効性を示している｡
3.IEEEが標準化 した,100Mb/slOOVG-AnyLanの性能評価のためのモデル化を念頭に置いて,単一
サーバ の待ち行列モデルを示し,多くの数値計算を行うとともに,シミュレーションを行い,モデルの有
効性を示している｡以上,要するに本論文は,現実のシステム-の応用を目的として,ある待ち行列モデ
ルについての解析法を示し,その有効性を明らかにしたものであり,学術上,実際上寄与するところが少
なくない｡よって本論文は博士 (工学)の学位論文として価値あるものと認める｡ また,平成9年2月21
日,論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果,合格と認めた｡
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